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創刊のことば

　図書館は図書館利用者のために在る、大学図書館は主として研究者と学生⇒ためにあ

る、京大図書館は，部局図書室を含めて，220万に余る蔵書数を誇り，多数の貴重な文献・

資併や特殊文庫ン）所蔵でその名を、嘔われている。けれども反面に，二の蔵書」）ための図書

館に堕する傾向がなかつたか．蔵書のための図書館から利用者のためゾ）図書館へ，こ二に

大学図書館近代化の基本的な問題がある、

　こZ）問題の解決には利用者側の理解と協力が絶対に必要てある，例を指定書にとつて見

ても，二れは教官の学生に対する学習指導上の事柄であつて，図書館はそれに協力＋る立

場にある，一般に文献・資料を蒐集整理し，情報活動を活澄にして，積匪的に利用者に奉

仕しうる態勢を整えろ二とは図書館の仕事であるが，二の仕事は，個々の教官，各教室，

各部局の理解と協力を得て，はじめて完全なものになる。

　京大図書館報「静修」の刊行を企てたのは，単なるPRのためではない一図書館と利用

者とのコミュニケーションの道をひろげ，もって大学図書館近代化問題の解決に資しよう

とナるにある．希わくは利用者各位の御協力と御支援を賜わらんことを一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆付属図書館長　堀江保蔵）

私 事

吉川幸次郎

　私も学問をするものでちり，学者のはしくれであるからには，多少の書物を，個人の蔵

書としてもっている，30何年前，ベキンに留学生としていた昭和のはじめは，浜口内閣の

時代であり，その政策のせいであるのかどうか，また当時の国際経済情勢がどういう風に

原因として働いたか，すべて知らないが，租どち留学生にとってあり難いことは・月額日

本金200円の留学費が，当時銀だけであったむこうの金に直すと，2倍以」ニレ）5百何十元

かになる二とであった．今の金ならば，20万円ぐらいであろうか。少くとも，3年の留学



をおえてペキノを引きあげた昭和6年の春ごろはそうであり，何でも有史以来の銀の暴落

ということてあった。唐さんという中国人の家に寄宿していた私の生活費などは問題でな

く，おかげで存分に本が買えた。聴講生として通っていた北京大学の講義がすむと，ほか

に行くところもないので，古本屋を回った。最大の書店街の琉璃廠では来薫閣，もう一つ

の書店街の隆福寺では文奎堂が，もっともなじみであった．夕方まですわりこみ，晩めし

の御馳走になることもあった。留学費は3ヵ月分まとめて来る。今の金で5，60万円がとど

く，手もとにおいておいてもしょうがないので，ある晩めしのおり，来薫閣の主人陳済川

に，君にあすけておこうかというと，彼は顔をかがやかせて感謝し，いくら利，曹、をさしあ

げましょう≧，真顔できいた。利，密、はいらない，よい本が出たら，さきに知らせてくれと

いうと，一・そrう慾濡射された。　しかし後学のため，　ここの利、臼、はいくらぐらいかとき’くと，

銀行は貸してくれず，町の金融業者からだが，毎月1分ゴと答えた．1分2という中国

語が1割2分を意味するとすれば，大へんな高利だと，感心した・そうしたわけて，ベキ

ン留学中の鼠は，俄か分限てあった，こちらから本屋へ出かけるばか1、1でない．朝おきる

と，本屋の番頭が門番の部屋で待っている．多いとぎは5軒10軒，私はつぎつぎに引見

し，藍色のフρシキをひろげさせる一ねぎらないのを原則とし，初めての本屋にはそのこ

とを説明して，正直なねだんをいわせる．帰国するときは，途中，江南を回ったが，その

旅費としてまた500円もらった。買いためた本を郵1更小包何百包かにして日本へ送るのに

200円かかったが，あとの大部分は，さいごの聡書の資金となった，そうしてもって帰っ

た本が，今の租の蔵書の中心となっている。ただし戦後，大分売りもした，しかし蔵書、つ

半分以上は・やはりその時の本である・なお事のついでに書いておけば，私に留学費を下

さったのは，上野さんという京都フ）実業家が，主と1、て中国学のためにと，京都大学に10

万円を寄付された金の利子てあると聞いた，私ばかりてなく，現在中堅の学者である何人

かが，この金て中国へ留学した．今はとうなっているかと，いつか学生課へ聞きにゆく

と，基金はたしかに保管しています、ただしみな南満州鉄道の株券てす．もう一産値が出

たら，お役に立てましょうとの話てあった。

　そうしたことて，またその後はあまり本を買う能力がないが，それにしてもやはりぼつ

ぼっと買った本，また人さまからもらった本が，ちょうと本の脊にいつのまにかたまるほ

こりのように，たまりたまって，私の蔵書はある量：になる．ところで私は近ごろそれに厄

介を感じている，個人の蔵書のもつ制約を，しみじみと感じている．ほしい本が存分に買

えないという制約ばかりてはないっ整理の制約である．せまい書庫に乱雑にほうり込、1、だ

もの，こと1こ1零細なものは，　どこにとうおいたか，それをさが＋のに，半月つぶすことが

ないではない，けっきょく自分ももっていることはたしかなのに，図書館から借1、1るこ

と，またしばしばてある，図書館ならば，カードをくれば，すぐ借れる．

　っまらない私事を書いて来たのは，何でもよいからという館長堀江さんの依頼の言葉に

廿えたからでもある。文学部紀要のための執筆に，この夏休みはあけくれ，この原稿」）た

めの余裕をもちにくかったためでもある，しかし実は，個人の蔵書のもつ制約を語り，そ

れと対比してもつ公共図書館の便利さ，それを強調したかったからであった。残念ながら

強調するための時間はなくなり，紙数もおそらくはない，強調は館の関係者にまかせると

しよう．　（文学部教授）

学生との図書館懇談会開く
　図書館が大学にとって不可欠な施設であ　　されてきた。図書館利用者のうち最も大き

ることはいうまでもないところで，これの　　な比率を占める学生諸君σ）意見や希望を聞

改善・充実については常にいろいろと努力　　いて，これを改善策の参考にしたいという



」

二とは，従来からたびたび話題になりなが

らその機会を得なかったが，はじめての懇

談会を6月12日（‘金ノ図書館会議室にお1・・

て1謂1崔した．

　図書館として1よ最宅びレ）試みてあ‘），期待

は大ぎかったが，学生側としても初めて二）

こととてためらいの気持があったためか，

参独者は法学部4回生3名，同3回生1

名，同1回生1名，文学部4回生1名，理

学部1回生1名の7名てあった、

　まず館長より「近年大学図書館の近代化

という二とがしぎりに叫ばれているが，当

図書館においてもそのひとつとして指定図

書制度および参考室の充実をはかhたいと

思っている．また「図書館報」を発行，学

生とノ）コミニニケーションをよくする手段

のひとつにしたいと考えておを）ます、今日

のあつまりも，そういった構想のもとに．ひ

らいたのて，遠慮なくご感想や要望を述べ

ていただぎだい」と挨拶があり，図書館側

出席職員の紹介をおこなって後，出席学生

に臼己紹介とともに各自の意尾を述べても

らδ二と1こしブこう

　学生A一二の頃閲覧室が大へん騒がし

く，落付いて勉強できません．開架室がで

きたソ）はよいが，閲覧室がせまくなったの

は困ります。試験シーズンはもちろんの二

と平、嘗む満員の二とが多く，閲覧室の拡張

の意味からも増築を考えてほしい、冬季の

暖房設備が不充分で，ストーブから少しは

なれると，ちう寒くて勉強しておれませ
／1響、

　学生B一自分は座席だげ利用することが

多いが，閉館時間をもう少し延長していた

だけませんか。夕食をすませてちょっと休

養して図書館にくろ．さてこれからという

頃，はや閉館のベルが鳴るのて困ります．

またときどき閉館時間にまだ間があるの

に，ベルが長々と鳴ることがありますが気

オ』〆つ1ナてほしいう

　学生C一閲覧室の照明が大へん暗いよう

に思1，・ますが，図書館として照明度を計ら

れた二とがあるでしょうか．図書館の図君

費というのは一体どれぐらいてすか，また

この図書館には宗教新聞や政党新聞，たと

えば創価学会の聖教新聞や共産党のアズハ

タはとらないのですが．

　学生D一カード室の目録が大へんひきに

くいので険索の仕方をくわしく掲示してほ

しい。開架室の図書を借りて，さらに書軍

の本を閲覧する時，またはそ」）逆の場合で

ち，先に借りた図書のために学生票が預げ

てあるため，あとで借りる時は，わざわざ

先に借りた方から証明書をもらわないと借

1）られないのは不便ですっ

　学生E一僕も閲覧室の照明が大ヘメ、暗い

と思います．是非なんとかしていただかな

いと目が悪くなりそうです，また閲覧室が

本当にやかましいです、静がになるようは

り紙でもして下さい．それから，法・経済

学部に閲覧室がないので，両学部の本を閲

覧したい場含，図書館から借りてもらって

読むことに，蟹っていますが，その手続きが

大へん手問どりますのて，もっと簡単に読

める方法を考えて下きい．麗架室ができた

のは便利ですが，とても狭苦しいのでもっ

とひろげて頂きたい、それに3階の増築と

いう問題があるとかきいていまずがどラで

すか．

　学生F一この図書館は中央図書館といわ

れていますが，自分としては二の図書館の

性格がはっきりわからないのです。自分の

場合は学部に図書室がありますから，結構

それて間にあっていますが，二の図書館が

どういった図書に重点をおいて集めている

かという性格がわからないだげに，使いに

くい気がします．それになれていないから

目録カードも大へんひきにくいです。

　学生G一カードがひきにくいのは僕も同

感です．それに貸出しのできる本は古いの

ばかりて，新しいのは開架室にでていて貸

出しできませんが，図書を購入する時，開



架室用と貸出用と2冊買うというぐあいに

していただけませバ、か．また開架室の図書

の排列が大分乱れているように思います。

次に，開架室ができてから閲覧事務室が5

時で閉室されるため，書庫から出してもら

った図書は5時までに返納しなければなら

ないのは大へん不便です．閲覧室は8時ま

で開いているのですから，書庫から出して

もらった本も5時以後は開架室のカウンタ

ーに返却すれば記．、というようにしていた

だければ助かりますが．雑誌が製本に出さ

れると，今度閲覧でぎるようになるまで相

当の期間がかかりますが，試験期のことも

考えて製本して濠し’．・．それに図書館の近

代化という二とですが，専門の相談係りが

ほしいです，

　以上のように学生から大変活酸な意見や

要望が述べられたのに対し

　館長一まず図書7）購入費ということです

が，図書館の予算と学部の予算について申

しますと，昨年度の図書館の図書の購入費

は約450万円で，それに対したとえ，ば経済

学部の図書の購入費は約800万円なので

す、大学予算というものは大体1講座当り

にいくら，それに講座数をかけ，さらに学

生経費等をブラスし，それから共通経費を

さしひいたものがその学部の予算となりま

す。そのうちある程度が研究図書費ならび

に学生用図書費になるのです，しかし図書

館には講座や学生経費等そういったものが

ありませんのて，図書の購入費について

は，学部からみれば非常に苦しい立場にあ

るのです，

　つぎに読書相談については参考掛があり

ますが，充分な活動はできていません，外

国では各専門の図書館員がいて相談に応じ

ていますが，現在の日本ではまだまだそこ

まではできません、また閲覧室の照明のこ

とて大へんきびしいご意見が出ていました

が，図書館としては照明度を計った二とは

あります。しかしそれから大分時期がたっ

ておりますので早速善処いたします。それ

から夜間の閉館時間の延長てすが，二れは

すぐにはよいお返事はできません。といい

ますのは人員の枠があるので夜間の専任者

がおけないため，職員が交代で居残り勤務

してまかなっておりますので，職員の健康

管理の上からも今のところご期待にはそえ

ません。

　整理課艮一図書館の性格論について大へ

ん絹いご意見がでましたが，研究用の専門

図書は各学部で購入しますのて，図書館で

は学生が4年の過程を終えるに必要な参考

図書や教養的な図書を購入するように心が

け’ております，つぎに政党新聞や宗教新聞

についてですが，図書館という立場から思

想的に，また宗教的にかたよることはてぎ

ませ、るので，購入はしておりませ凶，

　閲覧貸付掛長一開架室の図書の排列が乱

れているというお話しですが，掛のもゐは

常に気をつけてはおります。何分にも数が

多いのてなかなか思うようにはゆきませ

ん，学生各自も図書を乱さないようご協

力下さい．

　閲覧課長一いろいろ出されました細かい

ご意見に対しましてもよく検討して善処す

るようにいたします，

　図書館長に出していただいた菓子をつま

みながらの懇談会は，出席者は少数であつ

たが，実に熱心に意見が述べられ，はじめ

ての懇談会としてはまずは成功ということ

で5時散会した．

　このような催しは今回を契機として今後

も機会をみて続げる予定てあり，よりよい

図書館づくりのため，もっと多くの学生が

参加し，意見を述べられるよう切望する。

　注・学生より出された意見のうち，閲覧室の

　　照明については早速螢光灯をとりかえるよ

　　う準備中です。また書庫から出した図書の

　　返納も，5時以後は開架室のカウγターに

　　返却すればよいようにしました。その他の

　　件についても検討中です。
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資料紹介・一一一一

C　Intemationale　Blbliographie　der　Zeitschriftenliteratur（世界雑誌論文目録）
　　一般にL　B．Z．と略称されるこの目録はABCの3部に分れ，各々その発生の歴史

　を異にしている，

　　Aは1896年Dietrichによって第1巻が出版された．書名はBibliographie　der　deu－

　tschen　Zeitschriftenliteraturであって，その名の通りドイツ語雑誌論文目録であった。

　すなわちドイツ語の雑誌に所載の論文を件名のABC順に排列し，各論文にはその所載

　誌名，巻，号，頁数を記載している。ただし雑誌名は略名またはゴチ体のアラビヤ数字

　で表示し，この誌名の略名または数字の対照表を巻頭に掲載し，巻末には著者索引が付

　してある，現在は半年刊であるが初期には年刊であった．現在ではドイツ語雑誌3，600

　種，新聞46種をカバーしている．既刊v．1（1896）一106（1954）。なお補遺篇としてv、！－

　20；1861－1898が追か口されているっ

　　利用者はまず論文の発表年代を考慮しながら論文の件名または書名の特徴語によっ

　て，その論文を検索するか，巻末の著者名索引によって件名に遡って，その論文の所載

　誌名とその巻号頁数を知ることができる．

　　BはBibliographieder　fremdsprachigenZeitschrif亡enliteraturと題し，ドイツ語

　以外・）国語の雑誌の論文目録である。Aに遅れること15年，1911年に第1巻を刊行して

　現在におよんでいる。3〔）力国，20力国語の雑誌3，200種をカバーしている，既刊v・1

　（1911）一22（1925），N．F．v．1（1925）一25q943）

　　CはBibliographiederRezensionenと題している通り，書評の目録である。1900

　年にAのSuppLとして編纂された．すなわちAは雑誌論文目録であるが，Cは単行本

　目録である，ただし，一般の図書目録と異り，その図書に対する書評の出典を明示して

　いる，著者名のABC順排列で，その著者の著書名，出版地，出版者，出版年を簡略に

　記述し，次にその図書に対する書評が収載されている新聞・雑誌名と，その巻，号，頁

　数を表示している。初期（1900－11）にはドイツ図書のみであったが，19／2年以後は外

　国図書も取扱っていることは前記のAとBに対応している．既刊v．1（1900）一・77（1943）

　　上記IBZ（A，B，C）は戦後の世界的需要に二たえて，ニヱー・ヨークのクラウス社

　よりバヅクナンバーの鹿製本が刊行された機会に，本館も1セヅトを揃えて参考図書の

　充実に資している。

○　国立国会図書館編　帝国図書館・国立図書館和漢図書分類目録　昭和16年1月一24年

　3月昭和391144p（国立国会図書館蔵書目録）

　　この目録は帝国図書館，国立図書館て昭和16年1月から昭和24年3月までに増加した

　和漢図書のうち，古書を除いた目録で，32，890標目を収めている。分類は日本十進分

　類表により，簡単な主題索引もつけている．日本のもっとも激動的な時代に刊行された

　図書を示す目録としても興味深い．

C　嗣立国会図書館編　国立国会図書館藏書目録洋書篇1　昭和23－33年　昭和381374p

　　この目録は，昭和23年4月国立国会図書館が創立されてから，昭和33年12月までの間に

　整理を終えた洋書の目録である，収録された範囲は一般著作・総記，哲学・宗教および

　社会科学部門の図書22，959点を収めている。詳細な目次と簡単な主題索引がある．

⊂　国立国会図書館編　国立国会図書館所藏日本関係欧文図書目録　昭38306，74p

　　この目録は，諸官庁および学術諸機関の調査報告，日本の伝統芸術の紹介，日本の文

　学作品の翻訳などの日本紹介書および欧米人の著わした日本研究書，日本旅行記，見聞

　録など各部門にわたって約2，300点を収録している。収録の範囲は，昭和23年4月から

　37年12月末までに，同館の所蔵となった図書のうちからえらばれたものてあるから，決



　して包括的な目録ではない。巻末に目次，主題索引および著者索引がある。

○　国立国会図書館編　各国原子力関係機関発行資料目録　昭和38年3月末現在　第2

　巻昭和39341p
　　この目録は同館参考書誌部科学技術課において，1963年3月末日までに収集した原子

　力資料のうち，AECリポートを除く，各国原子力関係機関のリポート8，421件を収録

　したものである。

○　神奈川県立金沢文庫編　金沢文庫古文書（第1－12輯）索引　昭和39　354p

　　この索引はさきに刊行された金沢文庫古文書のうち，第1輯から12輯までの索引であ

　る。時代的には鎌倉時代，室町時代に属する文書の索引である，巻末に18頁にわたって

　古文書追加篇が添えられている．

○　小倉豊文編　広島大学寄託加計隅屋文庫目録　第1巻　昭和38　294p

　　加計隅屋文庫とは，広島県山県郡加計町の，通称加計隅屋こと（加計家）に代々伝わ

　る古文書・古記録および新古の典籍あわせて数万点に達する文庫である。この目録第1

　巻は文書之部の鉄山関係資料の目録である，

○　前橋市立図書館編　萩原朔太郎書誌　昭39年3月未現在　昭和39　137，10p

　　この書誌は詩人萩原朔太郎の書いたものおよび朔太郎について書かれたものを，昭和

　39年3月末現在で網羅的に集めたものである。その点では一般の個人書誌とかわりない

　が，この書誌にはさらに別編として，自筆ノート・写真・遣蔵書などとにかく朔太郎に

　関係あるものはすべて拾われている。

ルーマニアからの親善図書300冊余

　　　一駐日大使から贈られる一

　学術図書の交換を通じて親善をはかろうと，8月8日

午前10時，ルーマニアのイオン・オブラドビヅチ駐日大

使とイオン・ニコラエ文化担当書記官が本学を訪れ，

300点余の図書をおくられた。

　これは昨年の8月15日，イオン・ニコラエ書記官と日

ル友好協会鈴木四郎理事が京大を訪れたさいの，平沢前

総長との間の話合いに基づいて，このたびわざわざ駐日

大使が持参されたものである。

　当日は折悪しく奥田総長は出張中であったため，総長

代理として藤本工学部長，それに堀江図書館長およびそ

の他の関係者が出席して，総長室で贈呈式を行った。

　贈呈を受けたルーマニア図書は，単行本201冊，雑誌
（京都新聞社提供）

105冊で，あわせて306冊。人文・社会科学から自然科学にわたり，ルーマニアにおける

最新の学術文化の成果を示すものと言えよう。

　図書館ではこれらの図書をひろく展示するため，9月29，30の両日にルーマニア図書展

を開催する予定である。

　図書整理業務の飛躍的能率化　　　　　　　　　　　京都大学における年々の図書増加

　　ゼ・ツクスによるカード複製始まる　　量は・別表にみるように，その伸び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が著しい。これらの図書の多くは本
館で目録作業が行われ，部局図書室に目録カードとともに返却される。しかし図書の増加

にもかかわらず，これを整理するための人員の増加は実現しないので，現状のままでは必
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然的に図書の整理業務が渋滞し，教官・学生に不便をかげることになる．

　このような問題を打開するために考えられることのハとつは，全学の図書整理業務組織

を根本的に改変する二とである．しかしこれはなかなか困難であり，かつ焦眉の急の間に

合わない。それで第2に考えられたのが，現在の組織のもとで，できる隈りの能率化，と

くに機械化による能率化である．

　図書整理業務上の問題点のうちもっとも大きいのは，目録カードの複製である，原稿カ

ードをそのままオリヂナルにして，必要枚数のカードが迅速に複製できる方法について，

前年度以来いろいろと検討してきたが，最終的に採用にふみ切ったのがゼ臥、’クス914電

子複写機である，

　しかし，ゼ・ックス914はもともと，カード用紙のような部厚い紙に復写することを目

的としていない。それで，この便利な腹写機てなんとかカードの複製ができないかという

ことで，いろいろ検討のすえ，複製にやっと自信を持つ二とができるようになった，そ二で

9月1日から希望部局に，ゼロックスによるカード目録を配布することになった，ゼ・ッ

クスの活動開始によ1、・，本学における図書整理業務は，いちだんの飛躍が期待されている，

年　　　度　　35　　　36　　37　　　38　
　　　　　　　　　　コ　　　　ドド　　ロ 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　

縫！lll騨数50・71457・292 68・772 69・1841

ご利用下さい

文献複写室

　付属図書館の地階にある交献複写室ては，学術研究を目的とする複写てあれば，学内各

部局の図書室所蔵の交献はもとより，他大学への復写申込みも受付けております。申込方

法は，当室備付けの申込書に記入していただけば，原本所在場所を調査し，複写いたしま

十

　現在行っております複写は，ネガフィルムに撮り，ボジフfルム，あるいは，引伸印画

にする方法です。もちろんネガフィルムだ；ナてもお渡しいたしますし，ネガフィルムを持

参されれば，それをボジフィルム，または印画焼付もいたします。引伸印画のサイズは，

キャビネ判，A5判，B5判，A4判の4種類あり，ご希望のサイズにいたします。

　現物の送付を希望きれる易合には，複写料金に送料をブラスしていただけば，お送りい

たします。支払は現物とひきかえて，現金または校費（校費は移算による）でしていただ

きます．複写実費額は次頁別表に示す通りです。

　学外からのお申込みは，所属機関（大学・研究所の図書館）を通して，文書で当文献複

写室宛お申込み下されば，複写して送付いたします。

　もう一つ現在やっております榎写は，いわゆる青写真で，学内の講師以上の方の申込み

に応じており，講義用のテキストとして使用されるものに限ります．これは最初の申込み

は，5部以上，その匿，追加される場合は，1部から受付げます，

　受付時間は　月曜日一金曜日・午前9時より午後5時まて（但し12時より1時迄休憩）

　　　　　土曜目・午前9時より正午まで。
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　京都大学1寸属図書館報静修第1号をおとど：十し

ます）

　図書館報と称するものは1かつて昭和／5年に岡行

されたことがあります，一京都大学付属図書館六

十年史コによれば，「昭和15年7月京都帝国大学

付属図書館報第1号を刊行し，本館新着図書の速

報を主とし，閲覧統計・報告等を載せ，学内各部

局に配布した。この舘報は謄写刷で，7月15日第

1号を発行し，学内各方面からその発展を期待さ

れていたが，支那事変による物資欠乏等の事情も

あって，同年11）月わずかに第5号をもって中止さ

れ～二。」（同書234頁）とあります，

　今回の館報は，かつて短命に終った館報のたん

なる復活ではありませんo堀江館長の「創岡の二

とば」にもあ乎）ますように，図書館と利用者との

相互のコミュニケーションをよくすることに，も

っとも大きなねらいがあります。二の刊行目的が

どこまで実現されるかは，ひとえにわれわれ編集

委員の責任でありますが，無力であタ）ますため，

ひろく各方面のご支援を切にお願いいたします，

　ところで館報の名称として「静修」という言葉

をえらびました。若い館員のなかには，もっと生

きのいい名前をという意見もありましたが，本館

には「静修館」という館名がありますので，結局

それをそのまま採用することにいたしました・

　明治32年末に本館が設置されたとき，当時の文

椙の書記官であった中川小十郎氏が，交相西園寺

公望公に館名を委嘱したところ，　「静修館」と揮

毫して贈られたもので，その語の意味は，文字通

り静がに修める二とて妄のます⊃出典ば小学生5

外篇嘉言第5にあ，〕，諸莫孔明の諭言て1，渚此武

侯戒子割ヨ，書f・．と行，静以修身，倹以義偲，非
1僖1’白無以明1志，4トギf等1艇以致i重」と『、・ろ文亭iこ！、辱

いて1．・ますっ

　上に掲げた写真が西園寺公の筆になる静修館わ

扁額で，今も本館2階の大閲覧室に掲げられてい

ますっこ1）館報の一静修1という文字：1よ，　二Dl吊

額力・らとりました。

　なお館羅の巻頭を飾って1．・る写真版は，　 雲、！

と題する斎藤素厳氏のレリーフで，本館三閃に渇

げられています，全く同じものが本部の建物の正

而玄関にもありますが，本館のものが原型てす，

　このように「静修一の巷頭は，ゆか・フの榊．・も

のばかりで飾る二とになウましたが，本文の方
も，吉川先生の文章を掲載できました二とを喜ん

でおります。お忙しいなかをわざわざご執筆下さ

1・・ました先生にあつくお礼申しあげますっ

　館報の編集には今後つぎの者があたることにな

りました・部局図書室かろも数名の方に委員とし

て参加して1・・ただきましたが，快く委員を出して

下さいました部局の関係の方々のご協力に感謝t，・

たします，

　　岩猿敏生（委員長），島田広二（本　賠）

　　広庭基介（本　館），内藤昭子（本　館）

　　大沢紀ヂ（本　館ジ，高野正夫（本　館）

　　古原雅夫儂学都），金井　孝（経済学部）

岩佐節子（薬学部），堀田繁雄（教養部）
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